
 

 

 

 

 

給食時間、『ペースト食５０mlを注入し、注入後白湯１０mlを注入する』を計4回実施すべきと

ころ、1回目と2回目の白湯の注入をしなかった。 

 

 

3 回目のペースト食注入時に、他の看護師が気付き、3回目と4回目の白湯は注入した。 

 児童の下校時、保護者に報告し、謝罪した。 

 

 

・注入時の個別マニュアルをしっかり読んでいなかった。 

・他の看護師からやり方の説明を受けていたが、 

正しく理解しておらず、ペースト食 

２００ml 全て注入した後に、白湯４０ml を注入する 

ものと思い込んでいた。 

 

 

・注入時の個別マニュアルをしっかり読み、 

正しく理解できているか確認する。 

・実施するとき、教室内の教員や看護師に 

報告するとともに、注入する物品や回数 

などを声に出して確認してから実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経管栄養関係の事例 ～注入回数について～ 

発生時の状況と経過 

発生時の対応と処置 

考えられる原因や背景 

再発防止に向けた対策・改善点 

ポイント！ 

○ マニュアルに従って操作する場合には、見やすくて理解しやすいように図で示し 

ておくと良いでしょう。 

○ マニュアルを守るだけでなく、４回に分けてその都度白湯を注入する理由も理解し

ておきましょう。 


